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研究要旨 

Lymphangioleiomyomatosis(LAM)患者の標準的治療薬であるシロリムスは免疫抑制作⽤により細菌、真
菌、ウイルスあるいは原⾍による感染症や⽇和⾒感染が発現⼜は悪化する可能性があるとされている。45 歳、
⼥性が、LAM に罹患しシロリムス療法を 1mg/⽇で開始し半年後 2mg/⽇に増加した段階で MABS-PD を発
症した。MABS-PD は抗菌剤治療で治療されその後、遅れて肺移植登録を⾏った。私たちの知る限り、これは
肺移植前のシロリムス投与 LAM 患者における NTM-PD の発症に関する最初の症例報告であった。 
 
A. 研究⽬的 
 LAM 患者の標準的治療薬であるシロリムスは免疫抑制作⽤により細菌、真菌、ウイルスあるいは原⾍によ
る感染症や⽇和⾒感染が発現⼜は悪化する可能性があるとされているが、シロリムス投与中の感染合併につ
いては詳細は不明である。最近、我々はシロリムス投与中に発症した Mycobacterium abscessus 肺疾患 
(MABS-PD)を経験したので他の感染の報告と併せて報告する。 
 
B. 研究⽅法 
 Mycobacterium abscessus を合併した LAM 患者の症例報告と、LAM 患者の⾮結核性抗酸菌症とシロリム
ス服⽤中の感染症合併について考察する。 
 
C. 研究結果 
 (1) 症例 
45 歳、⼥性。LAM に罹患しシロリムス療法を 1mg/⽇で開始し半年後 2mg/⽇に増加し MABS-PD を発症し
た。MABS-PD はアジスロマイシン、アミカシン、イミペネム/シラスタチン、シタフロキサシン、ファロペネ
ムによりコントロールされた。その後、肺移植登録を⾏った。私たちの知る限り、これは肺移植前のシロリム
ス投与 LAM 患者における NTM-PD の発症に関する最初の症例報告であった。 
 
図 1 臨床経過 
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D. 考察 
 NTM-PD の中で、Mycobacterium abscessus 肺疾患 (MABS-PD) は、重篤で難治性の感染症の 1 つであ
る。肺移植後の LAM 患者で MABS-PD 発症した報告は 1 例あるものの(Ose et.al. Surgical Case Reports 
(2019)5:11)、シロリムス投与で LAM 患者に発症した MABS-PD は初めての報告である。シロリムスは抗菌
作⽤も有しているが免疫抑制作⽤のため感染症発症のリスクと考えられるが、重症の LAM 患者にとって 
NTM-PD の早期診断と最適な治療は重要である。 
 
E. 結論 
 シロリムス投与中に発症した MABS-PD を報告し、シロリムス投与感染合併について考察した。 
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